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集落支援員

だより

張隊員の活動が
わかるSNS

業務その他部門

地域おこし協力隊通信
台
湾
の
小
学
生
が
教
育
旅
行

　
半
年
前
か
ら
企
画
し
て
い
た
「
２

０
２
４
年
光
復
小
学
校
教
育
旅
行

＆
国
際
交
流
ｉ
ｎ
最
上
町
」
と
い

う
日
本
と
台
湾
の
小
学
生
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
が
、
６
月
22
日
か
ら
６

月
26
日
に
か
け
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　
台
湾
の
光
復
小
学
校
は
２
０
１

９
年
に
初
め
て
最
上
町
を
訪
れ
ま

し
た
が
、
協
力
隊
と
し
て
お
手
伝

い
出
来
な
か
っ
た
当
時
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
最
上
町
の
滞
在

期
間
は
わ
ず
か
１
泊
２
日
の
み
。

さ
す
が
に
こ
れ
で
は
町
の
す
み
ず

み
ま
で
十
分
な
体
験
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
町
内

で
台
湾
の
み
な
さ
ん
に
体
験
し
て

も
ら
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
４
泊
５
日
の

長
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
企
画
し

ま
し
た
。

　
さ
く
ら
ん
ぼ
収
穫
体
験
・
前
森

高
原
で
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
・
大
堀
小
学
校
児

童
と
の
交
流
・
八
森
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

交
流
・
町
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
見
学
・
そ
し
て
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
老
人
ク
ラ
ブ
と
わ

な
げ
交
流
体
験
な
ど
、
本
当
に
た

く
さ
ん
の
体
験
と
た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
初
来
町
さ
れ
た
台
湾
の

方
々
も
、
い
い
思
い
出
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
活
動
の
写
真
は
私
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
載
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こんにちは！

今月号は張申豪がお伝えします！

　
５
月
30
日
（
木
）
に
、
堺
田
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
「
す
ず
の
里
保

全
会
」
鑑
賞
畑
に
於
き
ま
し
て
、
あ
た

ご
こ
ど
も
園
年
中
児
の
花
植
え
体
験
学

習
が
、
堺
田
す
ず
の
里
保
全
会
会
員
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
元
気

に
上
手
に
花
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
体
験
学
習
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
花
植
え
を
す
る
こ
と
で
土
と
自

然
に
親
し
み
、
共
同
作
業
を
通
し
て
多

世
代
間
交
流
に
繋
が
れ
ば
と
、
昨
年
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
作
業
終
了
後
、「
封

人
の
家
」
へ
続
く
遊
歩
道
を
み
ん
な
で

散
策
す
る
な
ど
、
楽
し
い
１
日
に
な
り

ま
し
た
。

　
堺
田
地
区
で
は
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
堺
田
駅
周
辺

の
農
地
保
全
、
環
境
・
景
観
整
備
を
「
す

ず
の
里
保
全
会
」
が
行
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
も
園
児
た
ち
が
作
業
し
や
す
い
よ

う
に
圃
場
を
整
え
て
頂
き
、
保
全
会
会

員
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
地
域
の
人
口
減
少
が
進
み
、
農
地
保

全
、
環
境
・
景
観
整
備
が
難
し
く
な
る
中
、

地
区
の
共
同
作
業
の
取
り
組
み
と
、
園

児
た
ち
の
体
験
学
習
が
地
域
の
活
性
化

の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
富
沢
地
区
担
当
集
落
支
援
員
と
し
て
、

地
区
の
皆
さ
ん
の
接
着
剤
の
役
割
で
、

百
歳
体
操
・
サ
ロ
ン
会
の
活
動
を
は
じ

め
、
空
き
校
舎
を
活
用
し
た
旧
富
沢
小

学
校
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
験
、

旧
赤
倉
小
学
校
で
の
富
沢
地
区
サ
ロ
ン

会
と
の
交
流
会
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
た
ご
こ
ど
も
園
年
中
児
花
植
え
体
験
学
習

富沢地区集落支援員
遊佐　忠孝

　前森三区会では、コミュニティ助成事業※により
前森集会所への備品の整備を行ないました。
　同会は以前から集落活動やサロン活動などで集会
所を利用しており、こうした活動に活用するため、
ホワイトボード、会議用折りたたみテーブル、ミー
ティングチェアー等を購入しました。また、高齢者
の膝の負担軽減のため和室に座椅子を、夏場の熱中

※コミュニティ助成事業とは宝くじの社会貢献
広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源
として実施している事業です。

◇ 事業主体　前森三区会
◇ 助成額　　250 万円
◇ 事業期間　令和 6 年 4 月 1 日～令和 6 年 6 月 10 日
◇ 事業内容　前森集会所活動備品の整備

宝くじの助成金で前森集会所の備品を整備しました

症対策としてエアコンと冷蔵庫を、屋外活動に使用
するクイックシェードや活動用具を収納する物置を
購入しました。
　今回の備品整備により、安全かつ安心なコミュニ
ティ活動を行うことができ、前森地区の活性化につ
ながるものと期待されます。

目指せ！脱炭素社会への道☆目指せ！脱炭素社会への道☆

　
第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、

最
上
町
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
や
特

徴
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。
下
記
へ
記
載
さ
れ
て
い

る
表
は
、
統
計
お
よ
び
様
々
な

指
標
を
元
に
環
境
省
が
作
成
・

公
表
し
て
い
る
「
自
治
体
排
出

量
カ
ル
テ
」
か
ら
一
部
抜
粋
し

て
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
点
と

し
て
は
、
当
町
の
部
門
・
分
野

別
排
出
量
比
較
の
中
で
特
に
運

輸
部
門
に
占
め
る
割
合
が
高
い

こ
と
が
特
徴
に
な
り
ま
す
。

　
一
人
あ
た
り
の
所
有
台
数
が

多
く
、
私
用
車
・
社
用
車
と
も

に
使
用
頻
度
が
高
い
車
社
会
で

あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
脱
炭

素
化
に
向
け
て
明
日
か
ら
で
も

簡
単
に
始
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

近
い
距
離
の
移
動
は
積
極
的
に

徒
歩
や
自
転
車
を
活
用
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
こ
の
取
り
組
み

だ
け
で
省
エ
ネ
に
な
り
、
更
に

は
健
康
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も
電
気

自
動
車
や
低
燃
費
車
を
検
討
す

る
こ
と
も
高
騰
す
る
燃
料
費
削

減
と
合
わ
せ
て
有
効
的
な
手
段

と
な
り
ま
す
。
導
入
の
際
は
国

の
補
助
金
等
の
支
援
策
も
あ
る

た
め
、
用
途
や
維
持
コ
ス
ト
を

含
め
比
較
検
討
を
お
勧
め
し
ま

す
。

シリーズ１

車
社
会
に
求
め
ら
れ
る

脱
炭
素
化

部門・分野別CO₂排出量構成比の比較（都道府県平均及び全国平均）
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　先月号の特集ではゼロカーボンについて、詳しくお伝えしました。今月号からはシリー
ズ「目指せ脱炭素社会への道」で皆様に脱炭素化に向けた取り組みをお送りいたします。
　先月号の特集ではゼロカーボンについて、詳しくお伝えしました。今月号からはシリー
ズ「目指せ脱炭素社会への道」で皆様に脱炭素化に向けた取り組みをお送りいたします。
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